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【背景および目的】 

近年、わが国のおける食習慣などの生活習慣、社会経済情勢、医療の状況は大きく変化しており、

循環器疾患の要因や循環器疾患発症状況も大きく変化していくと考えられる。よって、循環器疾患に

関連すると予想される要因や循環器疾患の発症をモニターする新たな国民代表集団コホートを開始

する。 

 

【方法】 

全国から無作為抽出された 300地区で実施された 2010 年の国民健康・栄養調査の 20歳以上の参

加者に NIPPON DATA2010研究主旨を説明し、参加同意を得た。国民健康栄養調査で実施された調

査項目に加えて、独自の生活習慣に関する自記式質問票（一部ききとり）、安静時心電図、尿検査、

血液検査項目の追加を行った。栄養摂取および社会的要因については、同年の国民健康栄養調査お

よび国民生活基礎調査の結果を突合した。以後、糖尿病・心疾患・脳卒中の発症について、追跡調

査を開始する。 

 

【結果】 合計2898人（推定同意率74%）から本調査への参加同意が得られた。2891人が国民健康栄

養調査と、2807人が国民生活基礎調査と突合できた。 

 

【結論】 

平成22年国民健康・栄養調査の20歳以上の参加者を対象に、循環器疾患の要因や循環器疾患の発症を

モニターする新たな国民代表集団コホートを開始できた。 
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